
着眼点

　比の計算である。

　 と合計 より の値の範囲を求める。

　①条件より式をたてる。 …… に注意する。

　　② についての恒等式であり， を で表すことができる。

解答例

　題意より， ： ： ： ： なので， ， ， とお

　くと， より，

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　よって， ， ，

　

　　すなわち，

　　　　　　　　

　　 は整数なので，

　　 のとき， 万円ずつ増やすと，残り 人は ， ， ， となり，

　　　　　　　　　　合計 で不適。

　　 のとき， 万円ずつ増やすと，残り 人は ， ， ， となり，

　　　　　　　　　　合計 で不適。

　　 のとき， 万円ずつ増やすと，残り 人は ， ， ， となり，

　　　　　　　　　　合計 で，残りの 万円を年齢が高い順に与えると，

　　　　　　　　　　 に 万円， に 万円，または， に 万円， に 万円，

　　　　　　　　　　 に１万円を与えることになる。

　　　　　　　　　　したがって， ， ， ， ， ， ， ， ， ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ， ， ， ，

　　 のとき， 万円ずつ増やすと，残り 人は ， ， ， となり，

　　　　　　　　　　合計 であり，残りの 万円を年齢が高い順に与えると，

　　　　　　　　　　 に 万円， に 万円， に 万円， に 万円を与える

　　　　　　　　　　ことになる。

　　　　　　　　　　したがって， ， ， ， ， ， ， ， ，

　　 のとき， 万円ずつ増やしたときの合計金額と との差が 以上とな

　　　　　　　　　　り， または ， ， ， を満たして与えること

　　　　　　　　　　ができない。

　　よって，以上より， ， ， ， ， ， ， ， ， ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ， ， ， ， ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 ， ， ， ，



①題意より， ……

　　全員同額の 万円なので， ……

　　よって，

　② なので，①の結果より，

　　 について整理すると，　　　

　　 についての恒等式なので，　 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

　　上記の 式より，

　　 なので，

　　　　　　　　　　　　　 … …

　　 は正の整数なので，

　　よって， 　　

　　このとき， ， ，


